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「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です
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第
８
回
通
常
総
代
会
が
、
６
月
22
日
㈫
、
農
業
共
済
会
館
３
階
大

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
書
面
出
席

を
活
用
し
最
小
限
の
本
人
出
席
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。（
総
代
数

72
名
の
う
ち
本
人
出
席
11
名
・

書
面
出
席
61
名
）

杵
築
市
の
田
辺
利
一
総
代
が

議
長
に
選
任
さ
れ
、
慎
重
な
審

議
の
結
果
全
12
議
案
が
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
大
分
県
農
林

水
産
部 

渕
野
勇
審
議
監
か
ら
、

ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
事
業
実
施
方
針
（
要
旨
）

１
． 

農
業
保
険
加
入
推
進
の
強
化

 

① 

農
作
物
共
済

 
 

●   

令
和
３
年
産
水
稲
作
付
面
積
の
80
％
水
準
を
農
業
保

険
制
度（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
＋
収
入
保
険
）で
確
保
す
る
。

 
 

●   

全
相
殺
加
入
資
格
者
に
つ
い
て
、
早
期
推
進
を
実
施
。

 

② 

果
樹
共
済

 
 

●   

訪
問
推
進
と
加
入
意
思
確
認
活
動
を
展
開
。
収
入
保

険
へ
の
移
行
・
誘
導
の
推
進
。「
無
保
険
者
の
発
生

を
防
止
す
る
」
推
進
を
行
う
。

 

③ 

園
芸
施
設
共
済

 
 

●   

組
合
事
業
計
画
７
２
１
５
棟
の
確
実
達
成
。

 

④ 

任
意
共
済

 
 

●   

基
礎
組
織
に
よ
る
事
業
推
進
、
役
職
員
一
体
と
し
て

進
め
る
推
進
体
制
の
継
続
。

 

⑤ 

収
入
保
険

 
 

●   

大
分
県
収
入
保
険
普
及
推
進
協
議
会
構
成
組
織
及
び

加
入
推
進
に
係
る
協
定
を
締
結
し
た
組
織
と
の
連
携

強
化
並
び
に
推
進
協
力
。

２
． 

事
業
計
画
の
確
実
達
成

 

① 

総
共
済
金
額
５
６
２
５
億
円
の
確
実
達
成

 
 

　

制
度
共
済
事
業　

目
標
共
済
金
額
４
７
８
億
円

 
 

　

任
意
共
済
事
業　

目
標
共
済
金
額
５
１
４
７
億
円

 

② 

収
入
保
険
加
入
目
標
１
５
０
０
戸
の
達
成

３
． 

組
合
組
織
体
制
（
態
勢
）
強
化
に
向
け
た
活
動

 

① 

管
理
職
ガ
バ
ナ
ン
ス（
統
治
・
統
括
）の
強
化
と
効
率
化

 

② 

組
合
リ
ス
ク
管
理
に
対
す
る
対
応

 

③ 

中
期
職
員
採
用
計
画
に
よ
る
職
員
採
用
の
実
施

 

④ 

組
合
業
務
執
行
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

 

⑤ 

損
害
防
止
事
業
の
実
施
と
積
極
的
活
用
の
周
知

 

⑥ 

業
務
勘
定
に
関
す
る
健
全
性
担
保
に
向
け
た
検
証

 

⑦  

組
合
運
営
に
お
け
る
実
施
体
制
の
改
善
計
画
に
関
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
の
検
討

阿部 順治 組合長理事

大分県農林水産部
渕野 勇 審議監

議長に選任された
田辺 利一 総代

第
８
回
通
常
総
代
会

総
共
済
金
額
５
６
２
５
億
円
の

確
実
達
成
に
向
け
て

全
12
議
案
可
決
・
承
認
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
新
役
員
紹
介

令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
新
た
な
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

江藤　正隆
理事

（宇佐市）

佐藤　　茂
監事

（九重町）

三角　仁文
監事

（中津市）

岩本　龍年
職務代理理事
（大分市）

長廣　正光
理事

（国東市）

阿部　順治
組合長理事
（杵築市）

山田　定男
代表監事
（佐伯市）

麻生　和紀
理事

（豊後大野市）

三上　忠治
理事

（豊後高田市）

後藤　清幸
理事

（竹田市）

組
合
長
就
任
挨
拶

組
合
員
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
当
組
合
の
事
業
運
営
に
対
し

格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
引
き
続
き
組
合
長
理
事
に
選

任
さ
れ
、
そ
の
重
責
に
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
近
年
は
予
期
し
得
な
い
災
害
が
頻
発
し
、
農
家
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
無
保

険
状
態
を
な
く
す
こ
と
、
損
害
の
未
然
防
止
へ
の
取
組
み
と
災
害

時
の
速
や
か
な
損
失
の
補
て
ん
は
、
農
家
経
営
の
安
定
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

当
組
合
は
、
総
代
会
に
て
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
事
業
計
画
の

確
実
達
成
を
は
じ
め
、
本
年
産
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
る
水
稲
共

済
の
一
筆
方
式
か
ら
全
相
殺
方
式
等
の
他
方
式
へ
の
円
滑
な
移

行
の
推
進
、
収
入
保
険
の
１
７
０
０
経
営
体
の
早
期
達
成
、
園

芸
施
設
共
済
の
加
入
率
向
上
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
何
卒
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
30
日
の
任
期
満
了
を
も
ち
ま
し
て
、
次
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
前
理
事
〉 

本
田  

修
二（
国
東
市
）、
佐
藤  

友
信（
由
布
市
）、
髙
瀬  

義
德（
日
田
市
）、

 

栁
井  

正
二（
臼
杵
市
）、矢
野  

源
平（
豊
後
大
野
市
）、大
塚  

惟
敬（
竹
田
市
）、

 
吉
野  

清（
竹
田
市
）、
小
座
本  

要（
中
津
市
）、
野
畑  

佑
昌（
宇
佐
市
）

〈
前
監
事
〉 三
浦  

大（
日
出
町
）

役
員
退
任
の
お
知
ら
せ

森　　宗一
副組合長理事
（玖珠町）
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令和２年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、
剰余金処分案及び不足金処理案の承認について

第１号議案

第２号議案

令和３年度事業計画の設定について

目標総共済金額 5,625億円

業務収支予算 14億2,677万円

家畜診療所収支予算 4,211万円

防災事業収支予算 １億5,539万円

余裕金の預入先金融機関の決定について
●  余裕金を次の金融機関へ預金する。

 大分県信用農業協同組合連合会　など　　計 10機関

第８号議案

令和３年度借入金の方法、利率及び償還方法について
●  限 度 額　300,000,000 円
● 方 法　  借入先金融機関を農林漁業信用基金等その他

取引機関とし、一時的な借入金とする。
●  利 率　借入金融機関の定める利率による
●  償還方法　令和３年度事業収入金等

第９号議案

損害評価会委員の補欠選任について
●  ８名を選任する。

第 10号議案

家畜診療所運営委員の補欠選任について
●  家畜診療所運営委員について 2名を選任する。

第 11 号議案

第３号議案

令和３年度事務費賦課金の総額について

一般事務費賦課総額 １億1,833万円

任意共済
事務費賦課総額 ２億4,351万円

第４号議案

令和３年度役員等の報酬について

役員 8,554,000円以内

総代 1,135,000円以内

損害評価会委員、損害評価員 29,487,000円以内

共済部長 29,324,000円以内

顧問料（弁護士） 330,000円以内

家畜診療所運営委員 24,000円以内

第５号議案

特別積立金の取崩しについて

農作物共済勘定 84,463,000円以内（損防）

家畜共済勘定 11,497,000円以内（損防）

果樹共済勘定 849,000円以内（損防）

園芸施設共済勘定 11,500,000円以内（損防）

任意共済勘定 2,000,000円以内（損防）

農業共済団体に対する監督指針に係る実施体制の改善計画
及び農業共済事業のニーズ調査について
●  令和２年度組合実施体制の改善計画について報告
●  令和３年度の改善計画について
●  農業共済事業のニーズ調査について報告

第 12号議案

第６号議案

役員の選任について（P.３参照）

｜提出議案と要旨｜

※概要・公表事項についてはNOSAI おおいたホームページに掲載しています。

第７号議案

事業規程の一部改正について
●  水稲共済における全相殺方式資格者について、新たに、

確定申告の添付書類等により水稲に係る収穫量が確認で

きる個人についても、全相殺方式資格者に含める。
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大
分
県
農
業
共
済
組
合
表
彰

 
 

第
１
号
表
彰
（
共
済
部
長
・
損
害
評
価
員
・

損
害
評
価
会
委
員
の
部
）

 

● 

平
岡
　
寛
二 

（
国
東
市
）

 

● 

小
田
　
昭
一 

（
国
東
市
）

 

● 

小
田
　
誠
一 

（
杵
築
市
）

 

● 

日
野
　
時
保
（
大
分
市
）

 

● 

佐
藤
美
喜
夫 

（
大
分
市
）

 

● 

川
野
　
健
治 

（
臼
杵
市
）

 

● 

河
野
　
一
秀 

（
豊
後
大
野
市
）

 

● 

河
野
　
幸
男 

（
佐
伯
市
）

 

● 

野
尻
　
徳
勝 

（
竹
田
市
）

 

● 

身
深
　
眞
次 

（
宇
佐
市
）

 

● 

桑
野
　
秀
治 

（
宇
佐
市
）

 

第
３
号
表
彰
（
職
員
の
部
）

 

● 

甲
斐
　
秀
一 

（
竹
田
市
）

 

● 

藤
本
　
房
丸 

（
中
津
市
）

 

● 

荒
金
　
重
和 

（
別
府
市
）

 

● 

渡
辺
　
　
晋 

（
竹
田
市
）

任
意
共
済
事
業
優
秀
組
織
等
表
彰

 

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

 

● 

阿
部
　
公
人 

（
杵
築
市
）

 

● 

岩
武
　
俊
文 

（
国
東
市
）

 

● 

首
藤
　
秀
能 

（
大
分
市
）

 

● 

縣
　
　
次
男 

（
由
布
市
）

 

● 

瀬
口
　
陽
一 

（
中
津
市
）

 

● 

政
田
　
荘
一 

（
中
津
市
）

 

● 

長
畑
　
　
悟 

（
中
津
市
）

 

● 

室
　
　
尚
紀 

（
宇
佐
市
）

 

● 

倉
田
　
君
憲 

（
宇
佐
市
）

 

● 

園
　
　
勝
徳 

（
宇
佐
市
）

 

大
分
県
農
業
共
済
組
合
長
感
謝
状

 

● 

東
照
寺
　
忍 

（
杵
築
市
）

 

● 

阿
部
　
末
男 

（
杵
築
市
）

 

● 

平
岡
　
勝
美 

（
杵
築
市
）

 

● 

加
藤
　
日
吉 

（
国
東
市
）

 

● 

宗
安
　
春
富 

（
国
東
市
）

 

● 

野
地
　
良
久 

（
国
東
市
）

 

● 

福
田
　
義
光 

（
国
東
市
）

 

● 

吉
野
　
善
雄 

（
日
出
町
）

 

● 

工
藤
　
久
雄 

（
日
出
町
）

 

● 

中
山
　
茂
樹 

（
日
出
町
）

 

● 

原
田
　
重
俊 

（
日
出
町
）

 

● 

梶
原
　
義
幸 

（
由
布
市
）

 

● 

岡
　
　
耕
多 

（
由
布
市
）

 

● 

下
川
　
新
治 

（
佐
伯
市
）

 

● 

御
手
洗
　
哲 

（
佐
伯
市
）

 

● 

高
橋
元
次
郎 

（
臼
杵
市
）

 

● 

目
原
　
信
行 

（
臼
杵
市
）

 

● 

副
田
　
祐
利 

（
竹
田
市
）

 

● 

甲
斐
　
幸
男 

（
竹
田
市
）

 

● 

原
野
　
智
行 

（
豊
後
大
野
市
）

 

● 

森
元
　
英
治 

（
中
津
市
）

 

● 

苅
北
　
重
利 

（
中
津
市
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
功
労
者
表
彰

｜令和２年度事業実績並びに令和３年度事業計画｜

｜令和２年度業務支出決算額・令和３年度業務収支予算｜
令和２年度業務支出決算額

支出合計
146,512
（万円）

人件費
104,502事務費

4,195
（単位：万円）

業務費
4,715

普及推進費
5,027

施設費
5,523

損害評価費
3,287

損害防止費
7,481

諸税負担金
1,055

業務繰延
残金繰入
1,850

その他
8,877

令和３年度業務収支予算（収入）

収入合計
142,677
（万円）

受取補助金
58,604

事務費賦課金
11,833

受取利息
9,813

損害防止収入
3,788

各種引当金戻入
12,478

事業勘定受入
37,899

その他
6,412

前期繰越業務残金
1,850

（単位：万円）

令和３年度業務収支予算（支出）

支出合計
142,677
（万円）

事務費
4,056

業務費
5,245

普及推進費
6,132

施設費
4,817

損害評価費
3,840

損害防止費
13,458

諸税負担金
1,403

その他
5,921

人件費
97,805

（単位：万円）

合計
令和２年度実績 令和３年度計画

共 済 金 額 5,822億8,519万円
共 済 金 額 5,625億2,236万円

支払共済金 18億5,044万円

順
不
同
、敬
称
略

令
和
３
年
度

水稲共済 麦共済 家畜共済 果樹共済

令和２年度実績 令和２年度実績 令和２年度実績 令和２年度実績
引 受 面 積 12,616ha 引 受 面 積 2,242ha 引 受 頭 数 182,721頭 引 受 面 積 87.3ha
共 済 金 額 77億6,188万円 共 済 金 額 4億7,327万円 共 済 金 額 319億5,916万円 共 済 金 額 1億207万円
支払共済金 5億2,240万円 支払共済金 722万円 支払共済金 9億2,254万円 支払共済金 725万円

令和３年度計画 令和３年度計画 令和３年度計画 令和３年度計画
引 受 面 積 11,938ha 引 受 面 積 2,190ha 引 受 頭 数 171,219頭 引 受 面 積 79.5ha
共 済 金 額 78億3,287万円 共 済 金 額 4億4,976万円 共 済 金 額 302億4,402万円 共 済 金 額 9,697万円
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息
子
１
人
と
一
緒
に
３
人
で
農
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
麦
の
出
来
が
と
て
も
よ

く
収
入
に
も
期
待
し
て
い
た
中
、
米
と
大
豆
で
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
減
収
要
因
と
し
て

大
き
か
っ
た
の
は
大
豆
の
発
芽
不
能
で
す
。
梅
雨
の
長
雨
で
播
種
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
適

期
に
播
種
で
き
ず
大
き
な
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

水
稲
の
品
質
低
下
も
減
収

要
因
と
な
り
ま
し
た
。
海
沿

い
の
耕
地
が
台
風
に
よ
り
塩

害
を
受
け
た
こ
と
に
加
え
、

昨
年
の
ウ
ン
カ
の
大
発
生
。

収
穫
で
き
た
米
も
等
級
が
下

が
り
、
単
価
が
悪
く
減
収
し

ま
し
た
。

ま
た
、
保
険
金
の
額
を
自

分
で
計
算
で
き
る
と
こ
ろ
も

い
い
と
こ
ろ
で
す
。
評
価
が

終
わ
る
ま
で
待
た
な
い
と
い

け
な
い
共
済
と
違
っ
て
、
青

色
申
告
を
き
ち
ん
と
し
て
い

れ
ば
正
確
な
額
が
自
分
で
わ

か
る
た
め
、
収
入
の
予
定
が

た
て
ら
れ
て
い
い
で
す
ね
。

加
入
者
の   

声   

を
伺
い
ま
し
た

「
被
害
金
額
ま
で
自
分
で
計
算
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
」

宇佐市和間
松永 重行さん（69）、祐子さん（64）ご夫妻
作物：米、麦、大豆

竹田市久住町
畑山 耕作さん（68）
作物：リンドウ、小菊、ヤマジノギク

勤
め
先
を
退
職
後
、
久
住
で
花
農
家
を
営
ん
で
い
ま
す
。

大
分
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
あ
る
ヤ
マ
ジ
ノ
ギ
ク
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
５
月
、
親
株
に
病
気
が
発
生
し
た
た
め
、
県
内
全
域
で
苗
の
流
通
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま

し
た
。
代
用
品
と
し
て
小
菊
を
生
産
し
ま
し
た
が
、定
植
の
遅
れ
や
苗
自
体
も
少
な
か
っ

た
た
め
収
穫
量
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

共
済
の
職
員
が
気
に
か

け
て
く
れ
て
い
て
、
苗
の
病

気
が
発
覚
し
た
時
点
で
連

絡
を
く
れ
た
た
め
安
心
が

で
き
ま
し
た
。
役
員
を
務
め

て
い
る
農
業
法
人
も
収
入

保
険
に
加
入
し
、
保
険
金
の

対
象
と
な
る
ほ
ど
の
被
害

が
あ
っ
た
た
め
本
当
に
助
か

り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
花
の
価

格
変
動
が
激
し
く
、
今
年
の

収
入
に
も
影
響
し
そ
う
で

す
。
収
入
保
険
が
一
定
の
収

入
を
担
保
し
て
く
れ
る
た

め
、
思
い
切
っ
た
農
業
経
営

が
で
き
ま
す
。

「
苗
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
」

日田市上津江
湖東 徹さん（61）、成美さん（57）ご夫妻
作物：トルコギキョウほか

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
ま
し
た
。

住
居
の
周
辺
は
崩
落
し
、
周
辺
の
道
路
は
い
つ
流
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
危
険
な
状
態
、

作
物
の
管
理
も
出
荷
も
到
底
不
可
能
な
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
て
す
ぐ
に
共
済
の
職
員
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
つ
な
ぎ
融
資
の
入
金
ま
で

ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

結
果
的
に
昨
年
は
ほ
ぼ

収
入
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し

た
が
、
収
入
保
険
に
加
入
し

て
い
た
た
め
、
生
活
の
心
配

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

し
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、

今
年
再
び
立
ち
上
が
れ
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
な
ど
の

影
響
で
花
の
値
段
な
ど
ど

ん
な
状
況
に
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
で
す
が
収
入

保
険
は
、
特
例
等
を
活
用

し
て
平
年
並
み
の
収
入
を

補
償
し
て
く
れ
る
た
め
心

に
余
裕
を
持
っ
て
経
営
で

き
て
い
ま
す
。

「
豪
雨
災
害
で
収
入
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
た
」

（減収要因のグラフ）

気象災害：40%

病虫害：32%

鳥獣害：２%

その他
（数量減少）：14%

需給緩和：10%

取引先要望：２%コロナによる
需要の低下にも
対応してくれて
助かった

病気で収穫が
できなくても
補償してくれるので
安心

今までよりも
掛金が安く
補償が充実
しています

● 

収
入
保
険

約
万円３億6,400
（令和３年７月末時点）

令和２年度収入保険の保険金等は

をお支払いしました
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● 

畑
作
物
共
済

● 

耕
地
ご
と
に
発
芽
し
た
面
積
が
３
割
未
満
の
場
合
、
必
ず
被
害
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

● 

３
割
以
上
発
芽
し
て
い
る
が
、
鋤
き
込
み
を
希
望
す
る
場
合
も
、
必
ず
被
害
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　※

発
芽
し
な
か
っ
た
耕
地
に
つ
い
て
は
、
再
播
種
を
行
う
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

● 

発
芽
不
能
等
の
耕
地
は
、「
大
豆
発
芽
不
能
・
鋤
き
込
み
等
耕
地
報
告
書
」

を
組
合
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
申
告
で
き
ま
す
。

大
豆
共
済
加
入
の
皆
様
へ

　
評
価
員
や
職
員
等
の
確
認
を
え
ず
、
無
断
で
鋤
き
込
み
等
を
行
っ
た
場
合
は
、

共
済
事
故
等
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
共
済
金
の
お
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

発
芽
不
能
の
申
告
漏
れ
等
は

　
　
　
　
　

   

あ
り
ま
せ
ん
か
？発芽面積３割未満の例

09

29,860円
（1日当たり約84円）

● 

建
物
共
済

自
然
災
害
に
は
！

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

建
物
総
合
共
済

30
万
円
を
限
度
に
、損
害
額
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
棟
で
１
０
０
０
万
円
以
上
の
加
入
が
必
要
で
す
。

基
本
の
料
金
に
３
４
９
０
円
の
加
算
で
加
入
で
き
ま
す
。（
火
災
共
済
は
１
１
０
０
円
）

※

地
震
等
に
よ
る
損
害
を
除
き
ま
す
。

普通物件のとき
掛金
１年あたり

①

②

③

④

総合共済では、台風のような風水害を含め、地震や津波
など幅広い自然災害に対応することができて安心！

NOSAIの
建物共済に加入
しちょったけど、
補償の対象に
なるかなぁ？

総合共済に
ご加入頂いて
いるので、
補償の対象と
なります。

NOSAI部長に
すすめられて、火災共済から
切り替えていてよかった！

台風で屋根が
飛ばされて
しまった…オ

ス
ス
メ

小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約

1,000万円あたり

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
も

安
心
！

水
稲
共
済
被
害
申
告
の
ポ
イ
ン
ト

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

①

引
受
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

被
害
申
告
の
際
、
水
稲
作
付
耕
地
の
申
告
漏
れ
や
申
告
違
い
に
よ
る
引
受
変
更
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
正
確
な
申
告
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
適
正
な
損
害
評
価
に
支
障
が

生
じ
ま
す
。
作
付
確
認
書
を
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

⑤

乳
白
米
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

農
業
共
済
の
損
害
評
価
は
原
則
、
品
質
に
関
わ
ら
な
い
収
穫
量
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
乳
白
米
等
の
規
格
外
米
が
広
範
囲
に
大
量
に
発
生
し
た
場
合
に
限
り
、
特

例
と
し
て
そ
の
量
を
減
収
量
と
し
て
損
害
評
価
を
実
施
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

特
例
が
認
め
ら
れ
た
場
合
で
も
収
穫
前
に
被
害
申
告
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
共
済
金

の
支
払
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※

飼
料
用
米
は
特
例
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

②

損
害
評
価
の
日
付
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

地
域
ご
と
に
損
害
評
価
の
日
程
が
異
な
り
ま
す
。
刈
取
り
予
定
日
及
び
耕
地
の
被
害

状
況
を
考
慮
し
、
期
日
ま
で
に
共
済
部
長
等
に
野
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

③

立
札
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

被
害
耕
地
の
立
札
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ
て
、
損
害
評
価
日
の
前
日
ま
で
に
道
路

か
ら
見
え
や
す
い
場
所
に
立
て
、
刈
取
り
が
終
わ
る
ま
で
残
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

④

刈
取
り
前
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

刈
取
り
を
終
え
た
耕
地
は
損
害
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
刈
取
り
前
に
被
害
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　水
稲
の
収
穫
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
　

　稲
の
生
育
状
況
や
被
害
の
発
生
状
況
を
ご
確
認
の
上
、
一
定

の
基
準
を
超
え
る
被
害
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
収
穫
す

る
前
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
白
米
等
の
登
熟
不
良
米
は
、
出
穂
後
の
異
常
高
温
で
品
質
が
低
下
し
発
生

し
ま
す
。
日
照
不
足
、
台
風
に
よ
る
強
風
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
な
ど
で
も
発
生
し

ま
す
。
被
害
が
強
く
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
注
意
喚
起
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
す
。

収
穫
１
週
間
程
前
に

な
っ
た
ら
籾
を
手
で
も
ん

で
登
熟
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

登
熟
不
良
米
の
発
生
が

強
く
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、収
穫
を
行
う
前
に
被

害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

水稲うるち玄米整粒

乳白粒
いわゆる乳白米。

粒内部に白色不透明な部分がある。

（※農林水産省HPより）
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● 

畑
作
物
共
済

● 

耕
地
ご
と
に
発
芽
し
た
面
積
が
３
割
未
満
の
場
合
、
必
ず
被
害
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

● 

３
割
以
上
発
芽
し
て
い
る
が
、
鋤
き
込
み
を
希
望
す
る
場
合
も
、
必
ず
被
害
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　※

発
芽
し
な
か
っ
た
耕
地
に
つ
い
て
は
、
再
播
種
を
行
う
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

● 

発
芽
不
能
等
の
耕
地
は
、「
大
豆
発
芽
不
能
・
鋤
き
込
み
等
耕
地
報
告
書
」

を
組
合
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
申
告
で
き
ま
す
。

大
豆
共
済
加
入
の
皆
様
へ

　
評
価
員
や
職
員
等
の
確
認
を
え
ず
、
無
断
で
鋤
き
込
み
等
を
行
っ
た
場
合
は
、

共
済
事
故
等
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
共
済
金
の
お
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

発
芽
不
能
の
申
告
漏
れ
等
は

　
　
　
　
　

   

あ
り
ま
せ
ん
か
？発芽面積３割未満の例

09

29,860円
（1日当たり約84円）

● 

建
物
共
済

自
然
災
害
に
は
！

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

建
物
総
合
共
済

30
万
円
を
限
度
に
、損
害
額
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
棟
で
１
０
０
０
万
円
以
上
の
加
入
が
必
要
で
す
。

基
本
の
料
金
に
３
４
９
０
円
の
加
算
で
加
入
で
き
ま
す
。（
火
災
共
済
は
１
１
０
０
円
）

※

地
震
等
に
よ
る
損
害
を
除
き
ま
す
。

普通物件のとき
掛金
１年あたり

①

②

③

④
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台風で屋根が
飛ばされて
しまった…オ

ス
ス
メ

小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約

1,000万円あたり

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
も

安
心
！

水
稲
共
済
被
害
申
告
の
ポ
イ
ン
ト

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

①

引
受
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

被
害
申
告
の
際
、
水
稲
作
付
耕
地
の
申
告
漏
れ
や
申
告
違
い
に
よ
る
引
受
変
更
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
正
確
な
申
告
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
適
正
な
損
害
評
価
に
支
障
が

生
じ
ま
す
。
作
付
確
認
書
を
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

⑤

乳
白
米
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

農
業
共
済
の
損
害
評
価
は
原
則
、
品
質
に
関
わ
ら
な
い
収
穫
量
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
乳
白
米
等
の
規
格
外
米
が
広
範
囲
に
大
量
に
発
生
し
た
場
合
に
限
り
、
特

例
と
し
て
そ
の
量
を
減
収
量
と
し
て
損
害
評
価
を
実
施
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

特
例
が
認
め
ら
れ
た
場
合
で
も
収
穫
前
に
被
害
申
告
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
共
済
金

の
支
払
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※

飼
料
用
米
は
特
例
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

②

損
害
評
価
の
日
付
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

地
域
ご
と
に
損
害
評
価
の
日
程
が
異
な
り
ま
す
。
刈
取
り
予
定
日
及
び
耕
地
の
被
害

状
況
を
考
慮
し
、
期
日
ま
で
に
共
済
部
長
等
に
野
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

③

立
札
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

被
害
耕
地
の
立
札
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ
て
、
損
害
評
価
日
の
前
日
ま
で
に
道
路

か
ら
見
え
や
す
い
場
所
に
立
て
、
刈
取
り
が
終
わ
る
ま
で
残
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

Ｐｏ
ｉｎ
ｔ 

④

刈
取
り
前
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

刈
取
り
を
終
え
た
耕
地
は
損
害
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
刈
取
り
前
に
被
害
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　水
稲
の
収
穫
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
　

　稲
の
生
育
状
況
や
被
害
の
発
生
状
況
を
ご
確
認
の
上
、
一
定

の
基
準
を
超
え
る
被
害
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
収
穫
す

る
前
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
白
米
等
の
登
熟
不
良
米
は
、
出
穂
後
の
異
常
高
温
で
品
質
が
低
下
し
発
生

し
ま
す
。
日
照
不
足
、
台
風
に
よ
る
強
風
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
な
ど
で
も
発
生
し

ま
す
。
被
害
が
強
く
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
注
意
喚
起
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
す
。

収
穫
１
週
間
程
前
に

な
っ
た
ら
籾
を
手
で
も
ん

で
登
熟
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

登
熟
不
良
米
の
発
生
が

強
く
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、収
穫
を
行
う
前
に
被

害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

水稲うるち玄米整粒

乳白粒
いわゆる乳白米。

粒内部に白色不透明な部分がある。
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聴神経

蝸牛

耳管

三半規管
耳小骨

外耳道

耳介

鼓膜

＋
保健師さんの

健康アドバイス

● 

聞
こ
え
の
し
く
み

 

　
耳
に
入
っ
て
き
た
音

は
、
鼓
膜
や
耳
小
骨
を
振

動
さ
せ
て
蝸
牛
に
伝
わ
り

ま
す
。

 

　
蝸
牛
の
中
に
あ
る
有
毛

細
胞
が
、
振
動
を
電
気
信

号
に
変
換
し
、
聴
神
経
を

介
し
て
脳
に
伝
わ
る
こ
と

で
、
音
と
し
て
認
識
さ
れ

ま
す
。

● 

加
齢
性
難
聴
の
原
因

 

　
加
齢
性
難
聴
は
、
有
毛

細
胞
が
加
齢
と
と
も
に

徐
々
に
壊
れ
て
、
減
少
す

る
こ
と
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
有
毛
細
胞
は
、
一
度
壊
れ
る

と
、
再
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
性
難
聴
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
脳
へ
の
刺
激
が
徐
々
に
低
下
し
、「
認

知
症
」
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

 

　
ま
た
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
あ
る
人
や
喫
煙
し
て
い
る
人
は
、
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
血
流
が
悪
化
し
て
有
毛
細
胞
へ
の
栄
養
や
酸
素
の
供
給

が
低
下
し
、
有
毛
細
胞
が
壊
れ
や
す
く
な
り
、
加
齢
性
難
聴
が

起
こ
り
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

● 

加
齢
性
難
聴
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

 

　
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
る
場
合
は
、
加
齢
性
難
聴
の
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
て
、
耳
の
検
査
を
受
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

● 

加
齢
性
難
聴
の
対
処
法

 

　
加
齢
性
難
聴
に
対
す
る
根
本
的
な
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で

き
る
だ
け
早
期
か
ら
補
聴
器
を
使
っ
て
、
低
下
し
た
聴
力
を
補
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
補
聴
器
を
使
用
す
る
と
、
人
の
話
し
声
が
聞
き
取

り
や
す
く
な
り
、
家
族
や
周
り
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
認
知
機
能
が
維
持
さ
れ
、
認
知
症
の
予
防
に

つ
な
が
り
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

　
補
聴
器
の
使
い
始
め
は
、
聞
こ
え
て
く
る
音
を
や
や
小
さ
め
に
設

定
し
、
使
用
時
間
を
徐
々
に
増
や
し
て
慣
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
補

聴
器
が
自
分
に
合
う
よ
う
に
な
る
ま
で
、
こ
ま
め
に
調
整
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

　
ま
た
、
１
日
３
食
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
や
適
度
な

運
動
、
良
質
な
睡
眠
、
禁
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
行
い
、

動
脈
硬
化
が
進
む
の
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

「
聞
こ
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
と
て
も
重

要
で
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、〝
年
の
せ
い
〞
と
決
め
つ
け

ず
に
、
耳
鼻
咽
喉
科
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

耳
が
衰
え
る
と

耳
の
老
化
は
50
歳
代
か
ら
始
ま

り
ま
す
。特
別
な
原
因
が
な
く
、

加
齢
と
と
も
に
耳
の
聞
こ
え
が
低

下
す
る
こ
と
で
起
こ
る
難
聴
を

「
加
齢
性
難
聴
」と
い
い
、誰
に
で
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

日
田
市
医
師
会
立

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
保
健
師
　
渡
辺 

綾
子

加齢性難聴の
セルフチェック

□ 

お
風
呂
が
わ
い
た
と
き
や

 

体
温
計
な
ど
の
電
子
音
に
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

□ 

テ
レ
ビ
の
音
を
大
き
く
す
る
よ
う
に
な
っ
た

□ 

相
手
の
言
っ
た
こ
と
を
聞
き
返
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た

□ 

話
し
声
が
大
き
く
な
っ
た

□ 

耳
鳴
り
が
す
る

□ 

高
い
音
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た

● 

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
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● 

診
療
所
だ
よ
り

　
今
年
は
例
年
に
比
べ
や
や
早
い
梅
雨
明
け
で
暑

い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
牛
た
ち
の
体
調
管
理
に
い
つ
も
以
上
に
目
を
配

り
、換
気
や
水
等
の
毎
日
の
飼
養
管
理
や
畜
舎
内
の

環
境
整
備
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
今
回
は
、当
診
療
所
に
今
年
導
入
し
た

「
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｘ
線
撮
影
装
置
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｘ
線
撮
影
装
置
、い
わ
ゆ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、健

康
診
断
の
時
や
病
院
に
行
っ
た
際
な
ど
皆
さ
ん
一

度
は
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
導
入
し
た
こ
の
装
置
は
携
帯
型
で
、一
斗
缶

位
の
大
き
さ
で
す
。現
場
に
持
っ
て
行
っ
て
撮
影
で

き
、患
畜
を
移
動
さ

せ
ず
に
皆
さ
ん
の

畜
舎
で
撮
影
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
と

聞
く
と
真
っ
先
に

骨
折
時
の
撮
影
と

思
い
が
ち
で
す
が
、

呼
吸
器
や
腹
部
な

ど
の
様
々
な
疾
患
に
対
応
で
き
ま
す
。こ
の「
ポ
ー

タ
ブ
ル
Ｘ
線
撮
影
装
置
」は
、人
の
医
療
現
場
で
も

使
用
さ
れ
て
お
り
、大
分
県
の
産
業
動
物
分
野
で
の

導
入
は
初
め
て
で
す
。現
場
で
の
診
断
を
よ
り
確
実

な
も
の
に
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
装
置
で
の
撮
影
は
、い
つ
も
診
療
に
来
て
い
る

先
生
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
要
請
を
頂
き
、現
地
に

伺
う
こ
と
も
将
来
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
に
は
我
々
の
撮
影
技
術
、得
ら
れ
た
画
像
を
用
い

て
の
診
断
力
な
ど
日
々
研
鑽
を
重
ね
、様
々
な
疾
患

に
対
応
す
べ
く
稼
働
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
暑
い
中
で
の
作
業
が
続
き
ま
す
が
体
調
管
理
、特

に
水
分
補
給
、適
度
な
休
息
な
ど
熱
中
症
対
策
は
十

分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｘ
線
撮
影
装
置
を
導
入
し
ま
し
た

News from the clinic診療所 だより

南
部
家
畜
診
療
所

獣
医
師  

衛
藤  

誠

え   

と
う    

ま
こ
と

（右上と右下）撮影する牛とポータブルＸ線撮影装置
（左）畜舎で撮影を行うことができる
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聴神経

蝸牛

耳管

三半規管
耳小骨

外耳道

耳介

鼓膜

＋
保健師さんの

健康アドバイス

● 

聞
こ
え
の
し
く
み

 

　
耳
に
入
っ
て
き
た
音

は
、
鼓
膜
や
耳
小
骨
を
振

動
さ
せ
て
蝸
牛
に
伝
わ
り

ま
す
。

 

　
蝸
牛
の
中
に
あ
る
有
毛

細
胞
が
、
振
動
を
電
気
信

号
に
変
換
し
、
聴
神
経
を

介
し
て
脳
に
伝
わ
る
こ
と

で
、
音
と
し
て
認
識
さ
れ

ま
す
。

● 

加
齢
性
難
聴
の
原
因

 

　
加
齢
性
難
聴
は
、
有
毛

細
胞
が
加
齢
と
と
も
に

徐
々
に
壊
れ
て
、
減
少
す

る
こ
と
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
有
毛
細
胞
は
、
一
度
壊
れ
る

と
、
再
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
性
難
聴
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
脳
へ
の
刺
激
が
徐
々
に
低
下
し
、「
認

知
症
」
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

 

　
ま
た
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
あ
る
人
や
喫
煙
し
て
い
る
人
は
、
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
血
流
が
悪
化
し
て
有
毛
細
胞
へ
の
栄
養
や
酸
素
の
供
給

が
低
下
し
、
有
毛
細
胞
が
壊
れ
や
す
く
な
り
、
加
齢
性
難
聴
が

起
こ
り
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

● 

加
齢
性
難
聴
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

 

　
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
る
場
合
は
、
加
齢
性
難
聴
の
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
て
、
耳
の
検
査
を
受
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

● 

加
齢
性
難
聴
の
対
処
法

 

　
加
齢
性
難
聴
に
対
す
る
根
本
的
な
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で

き
る
だ
け
早
期
か
ら
補
聴
器
を
使
っ
て
、
低
下
し
た
聴
力
を
補
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
補
聴
器
を
使
用
す
る
と
、
人
の
話
し
声
が
聞
き
取

り
や
す
く
な
り
、
家
族
や
周
り
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
認
知
機
能
が
維
持
さ
れ
、
認
知
症
の
予
防
に

つ
な
が
り
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

　
補
聴
器
の
使
い
始
め
は
、
聞
こ
え
て
く
る
音
を
や
や
小
さ
め
に
設

定
し
、
使
用
時
間
を
徐
々
に
増
や
し
て
慣
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
補

聴
器
が
自
分
に
合
う
よ
う
に
な
る
ま
で
、
こ
ま
め
に
調
整
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

　
ま
た
、
１
日
３
食
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
や
適
度
な

運
動
、
良
質
な
睡
眠
、
禁
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
行
い
、

動
脈
硬
化
が
進
む
の
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

「
聞
こ
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
と
て
も
重

要
で
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、〝
年
の
せ
い
〞
と
決
め
つ
け

ず
に
、
耳
鼻
咽
喉
科
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

耳
が
衰
え
る
と

耳
の
老
化
は
50
歳
代
か
ら
始
ま

り
ま
す
。特
別
な
原
因
が
な
く
、

加
齢
と
と
も
に
耳
の
聞
こ
え
が
低

下
す
る
こ
と
で
起
こ
る
難
聴
を

「
加
齢
性
難
聴
」と
い
い
、誰
に
で
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

日
田
市
医
師
会
立

日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
保
健
師
　
渡
辺 

綾
子

加齢性難聴の
セルフチェック

□ 

お
風
呂
が
わ
い
た
と
き
や

 

体
温
計
な
ど
の
電
子
音
に
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

□ 

テ
レ
ビ
の
音
を
大
き
く
す
る
よ
う
に
な
っ
た

□ 

相
手
の
言
っ
た
こ
と
を
聞
き
返
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た

□ 

話
し
声
が
大
き
く
な
っ
た

□ 

耳
鳴
り
が
す
る

□ 

高
い
音
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た

● 

保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
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● 

診
療
所
だ
よ
り

　
今
年
は
例
年
に
比
べ
や
や
早
い
梅
雨
明
け
で
暑

い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
牛
た
ち
の
体
調
管
理
に
い
つ
も
以
上
に
目
を
配

り
、換
気
や
水
等
の
毎
日
の
飼
養
管
理
や
畜
舎
内
の

環
境
整
備
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
今
回
は
、当
診
療
所
に
今
年
導
入
し
た

「
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｘ
線
撮
影
装
置
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｘ
線
撮
影
装
置
、い
わ
ゆ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、健

康
診
断
の
時
や
病
院
に
行
っ
た
際
な
ど
皆
さ
ん
一

度
は
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
導
入
し
た
こ
の
装
置
は
携
帯
型
で
、一
斗
缶

位
の
大
き
さ
で
す
。現
場
に
持
っ
て
行
っ
て
撮
影
で

き
、患
畜
を
移
動
さ

せ
ず
に
皆
さ
ん
の

畜
舎
で
撮
影
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
と

聞
く
と
真
っ
先
に

骨
折
時
の
撮
影
と

思
い
が
ち
で
す
が
、

呼
吸
器
や
腹
部
な

ど
の
様
々
な
疾
患
に
対
応
で
き
ま
す
。こ
の「
ポ
ー

タ
ブ
ル
Ｘ
線
撮
影
装
置
」は
、人
の
医
療
現
場
で
も

使
用
さ
れ
て
お
り
、大
分
県
の
産
業
動
物
分
野
で
の

導
入
は
初
め
て
で
す
。現
場
で
の
診
断
を
よ
り
確
実

な
も
の
に
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
装
置
で
の
撮
影
は
、い
つ
も
診
療
に
来
て
い
る

先
生
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
要
請
を
頂
き
、現
地
に

伺
う
こ
と
も
将
来
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
に
は
我
々
の
撮
影
技
術
、得
ら
れ
た
画
像
を
用
い

て
の
診
断
力
な
ど
日
々
研
鑽
を
重
ね
、様
々
な
疾
患

に
対
応
す
べ
く
稼
働
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
暑
い
中
で
の
作
業
が
続
き
ま
す
が
体
調
管
理
、特

に
水
分
補
給
、適
度
な
休
息
な
ど
熱
中
症
対
策
は
十

分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｘ
線
撮
影
装
置
を
導
入
し
ま
し
た

News from the clinic診療所 だより

南
部
家
畜
診
療
所

獣
医
師  

衛
藤  

誠

え   

と
う    

ま
こ
と

（右上と右下）撮影する牛とポータブルＸ線撮影装置
（左）畜舎で撮影を行うことができる
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ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

オ
ー
プ
ン
し
た
農
業
一
家

　「
家
族
で
作
付
け
か
ら
収
穫
・
出
荷
作
業
を
す
べ
て

行
い
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

た
松
永
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

　
宇
佐
市
山
本
で
水
稲
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
豆
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
裏
作
で
麦
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
加
え
に
ん
に
く

25
ア
ー
ル
、
ね
ぎ
15
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ド

ロ
ー
ン
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入
す
る
こ
と
で
作
業

の
省
力
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

父

　松
永 

幸
治
さ
ん
（
47
）

　
10
年
程
前
に
前
職
で
あ
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め

て
地
元
の
農
業
を
継
い
だ
松
永
さ
ん
。
耕
作
地
は
中

山
間
地
が
主
で
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
可

能
な
限
り
自
然
な
農
法
で
栽
培
し
た
高
品
質
な
作
物

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
息
子
の
夏
希
さ
ん
と
ド
ロ
ー
ン
の
免
許
を
取
得
し
、

手
間
暇
を
か
け
る
べ
き
と
こ
ろ
は
労
力
を
お
し
ま
ず
、

省
力
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
徹
底
し
て
作
業
の
省
力
化
も

目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
近
年
、
異
常
災
害
等
に
よ
り
気
候
に
あ
わ
せ
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。
省
力
化
が
可
能
な
い
ま
、

適
期
作
業
を
行
い
少
し
で
も
高
品
質
な
作
物
を
栽
培

し
た
い
で
す
」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

息
子

　松
永 

夏
希
さ
ん
（
20
）

　
今
年
の
４
月
に
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
、
就
農
す
る

の
を
き
っ
か
け
に
、
露
地
野
菜
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
特
に
学
生
時
代
に
専
攻
し
て
学
ん
だ
、
に
ん
に
く
や

ね
ぎ
を
作
付
け
し
毎
日
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　「
野
菜
は
手
作
業
が
多
く
手
間
が
か
か
り
大
変
で
す

が
消
費
者
の
声
を
聴
く
と
頑
張
れ
ま
す
。
今
後
は
園

芸
ハ
ウ
ス
で
新
た
な
野
菜
を
栽
培
し
、
お
客
さ
ん
に
美

味
し
い
も
の
を
届
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

雪乃屋

辰
口 

善
明
さ
ん
（
78
）

 

広
樹
さ
ん
（
45
）

〈
国
東
市
安
岐
町
〉

　
大
野
町
で
水
稲
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
麦
20

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
サ
ト
イ
モ
40
ア
ー
ル
を
耕

作
し
、繁
殖
牛
17
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
津
留
両
家
営
農
組
合
の
代
表
を
務
め

て
お
り
、
高
齢
化
等
で
作
付
け
の
出
来

な
い
、
圃
場
を
管
理
し
、
水
稲
10
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　
日
課
は
、
庭
の
手
入
れ
を
行
う
こ
と

で
す
。

　
堀
さ
ん
の
庭
に
は
珍
し
い
灯
籠
や
置

物
が
あ
り
、
手
入
れ
し
た
庭
木
を
眺
め

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
す
る
こ
と
で
仕
事
の

疲
れ
が
癒
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　「
地
区
の
方
々
と
協
力
を
し
て
耕
作

放
棄
地
を
な
く
し
、
農
地
を
守
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
ド
ロ
ー
ン
は
労
力
の
省
力
化
、
低
コ

ス
ト
か
ら
牧
草
の
播
種
や
水
稲
防
除
と

用
途
が
広
く
、
非
常
に
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
玖

珠
町
で
搾
乳
牛
50
頭
を
飼
養
す
る
小
野

浩
輔
さ
ん
。

　
20
年
前
に
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
免
許
を
取
得
後
、
水
稲
防
除
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

　「
現
在
、
共
同
購
入
者
と
何
か
も
っ
と

農
作
業
に
役
立
て
な
い
か
と
模
索
中
で

す
。
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
見
つ
か
れ
ば
、

活
用
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

営
農
組
合
で
地
域
の
農
地
を
守
る

〈
豊
後
大
野
市
大
野
町
〉

　
　堀

　友
博
さ
ん（
73
）

　
　
　
　損
害
評
価
会
委
員
23
年
目

　「
災
害
無
く
無
事
一
年
を
終
え

る
こ
と
が
一
番
の
喜
び
で
す
」
と

話
す
の
は
、
国
東
市
安
岐
町
で
な

し
農
家
を
営
む
辰
口
善
明
さ
ん
、

広
樹
さ
ん
親
子
。
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
で
幸
水
、
豊
水
を
は
じ

め
、
様
々
な
品
種
の
な
し
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　「
な
し
は
適
地
適
作
、
そ
の
土

地
に
合
っ
た
も
の
を
自
分
で
日
々

勉
強
し
て
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
善
明
さ
ん
。
日
の
短
い

冬
場
は
早
朝
暗
い
時
間
帯
に
勉
強

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
地
区
の
な

し
農
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
安
岐

橋
上
な
し
生
産
組
合
で
は
、
毎
月

月
例
会
を
開
催
し
、
行
政
職
員
や

農
業
関
係
団
体
職
員
と
園
地
を
回

り
な
が
ら
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
良
い
な
し
は
土
か
ら
と
、
土
づ

く
り
に
力
を
入
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
自
分
の
園
地
の
花
粉

で
授
粉
作
業
を
手
作
業
で
行
う
こ

と
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
か
ら
の
出
荷
に
向
け
毎
日

農
作
業
を
行
う
辰
口
家
。「
三
代

目
の
頃
に
は
木
を
植
え
替
え
な
い

と
い
け
な
い
」
と
将
来
を
見
据
え

て
二
人
で
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

親
子
三
世
代
を
目
指
し
て

新
た
な
挑
戦

〈
玖
珠
郡
玖
珠
町
〉

　
　小
野 

浩
輔
さ
ん（
43
）

お
　 

の
　  

こ
う 

す
け

ほ
り
　
　   

と
も 

ひ
ろ

「雪乃屋」ショップページ
https://yukinoya.theshop.jp/

　自分たちで栽培したものをいち早く消費者に届け
たいという思いから、今年４月にネットショップ「雪
乃屋」をオープン。松永さんファミリーが栽培した
にんにくや白ねぎ、もち麦を販売しています。
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ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

オ
ー
プ
ン
し
た
農
業
一
家

　「
家
族
で
作
付
け
か
ら
収
穫
・
出
荷
作
業
を
す
べ
て

行
い
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

た
松
永
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

　
宇
佐
市
山
本
で
水
稲
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
豆
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
裏
作
で
麦
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
加
え
に
ん
に
く

25
ア
ー
ル
、
ね
ぎ
15
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ド

ロ
ー
ン
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入
す
る
こ
と
で
作
業

の
省
力
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

父

　松
永 

幸
治
さ
ん
（
47
）

　
10
年
程
前
に
前
職
で
あ
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め

て
地
元
の
農
業
を
継
い
だ
松
永
さ
ん
。
耕
作
地
は
中

山
間
地
が
主
で
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
可

能
な
限
り
自
然
な
農
法
で
栽
培
し
た
高
品
質
な
作
物

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
息
子
の
夏
希
さ
ん
と
ド
ロ
ー
ン
の
免
許
を
取
得
し
、

手
間
暇
を
か
け
る
べ
き
と
こ
ろ
は
労
力
を
お
し
ま
ず
、

省
力
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
徹
底
し
て
作
業
の
省
力
化
も

目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
近
年
、
異
常
災
害
等
に
よ
り
気
候
に
あ
わ
せ
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。
省
力
化
が
可
能
な
い
ま
、

適
期
作
業
を
行
い
少
し
で
も
高
品
質
な
作
物
を
栽
培

し
た
い
で
す
」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

息
子

　松
永 

夏
希
さ
ん
（
20
）

　
今
年
の
４
月
に
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
、
就
農
す
る

の
を
き
っ
か
け
に
、
露
地
野
菜
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
特
に
学
生
時
代
に
専
攻
し
て
学
ん
だ
、
に
ん
に
く
や

ね
ぎ
を
作
付
け
し
毎
日
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　「
野
菜
は
手
作
業
が
多
く
手
間
が
か
か
り
大
変
で
す

が
消
費
者
の
声
を
聴
く
と
頑
張
れ
ま
す
。
今
後
は
園

芸
ハ
ウ
ス
で
新
た
な
野
菜
を
栽
培
し
、
お
客
さ
ん
に
美

味
し
い
も
の
を
届
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

雪乃屋

辰
口 

善
明
さ
ん
（
78
）

 
広
樹
さ
ん
（
45
）

〈
国
東
市
安
岐
町
〉

　
大
野
町
で
水
稲
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
麦
20

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
サ
ト
イ
モ
40
ア
ー
ル
を
耕

作
し
、繁
殖
牛
17
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
津
留
両
家
営
農
組
合
の
代
表
を
務
め

て
お
り
、
高
齢
化
等
で
作
付
け
の
出
来

な
い
、
圃
場
を
管
理
し
、
水
稲
10
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　
日
課
は
、
庭
の
手
入
れ
を
行
う
こ
と

で
す
。

　
堀
さ
ん
の
庭
に
は
珍
し
い
灯
籠
や
置

物
が
あ
り
、
手
入
れ
し
た
庭
木
を
眺
め

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
す
る
こ
と
で
仕
事
の

疲
れ
が
癒
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　「
地
区
の
方
々
と
協
力
を
し
て
耕
作

放
棄
地
を
な
く
し
、
農
地
を
守
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
ド
ロ
ー
ン
は
労
力
の
省
力
化
、
低
コ

ス
ト
か
ら
牧
草
の
播
種
や
水
稲
防
除
と

用
途
が
広
く
、
非
常
に
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
玖

珠
町
で
搾
乳
牛
50
頭
を
飼
養
す
る
小
野

浩
輔
さ
ん
。

　
20
年
前
に
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
免
許
を
取
得
後
、
水
稲
防
除
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

　「
現
在
、
共
同
購
入
者
と
何
か
も
っ
と

農
作
業
に
役
立
て
な
い
か
と
模
索
中
で

す
。
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
見
つ
か
れ
ば
、

活
用
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

営
農
組
合
で
地
域
の
農
地
を
守
る

〈
豊
後
大
野
市
大
野
町
〉

　
　堀

　友
博
さ
ん（
73
）

　
　
　
　損
害
評
価
会
委
員
23
年
目

　「
災
害
無
く
無
事
一
年
を
終
え

る
こ
と
が
一
番
の
喜
び
で
す
」
と

話
す
の
は
、
国
東
市
安
岐
町
で
な

し
農
家
を
営
む
辰
口
善
明
さ
ん
、

広
樹
さ
ん
親
子
。
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
で
幸
水
、
豊
水
を
は
じ

め
、
様
々
な
品
種
の
な
し
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　「
な
し
は
適
地
適
作
、
そ
の
土

地
に
合
っ
た
も
の
を
自
分
で
日
々

勉
強
し
て
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
善
明
さ
ん
。
日
の
短
い

冬
場
は
早
朝
暗
い
時
間
帯
に
勉
強

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
地
区
の
な

し
農
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
安
岐

橋
上
な
し
生
産
組
合
で
は
、
毎
月

月
例
会
を
開
催
し
、
行
政
職
員
や

農
業
関
係
団
体
職
員
と
園
地
を
回

り
な
が
ら
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
良
い
な
し
は
土
か
ら
と
、
土
づ

く
り
に
力
を
入
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
自
分
の
園
地
の
花
粉

で
授
粉
作
業
を
手
作
業
で
行
う
こ

と
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
か
ら
の
出
荷
に
向
け
毎
日

農
作
業
を
行
う
辰
口
家
。「
三
代

目
の
頃
に
は
木
を
植
え
替
え
な
い

と
い
け
な
い
」
と
将
来
を
見
据
え

て
二
人
で
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

親
子
三
世
代
を
目
指
し
て

新
た
な
挑
戦

〈
玖
珠
郡
玖
珠
町
〉

　
　小
野 

浩
輔
さ
ん（
43
）

お
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こ
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す
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ほ
り
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後藤　憲司 さん（45）
ご  とう けん  じ

知美 さん（44）
とも  み

● 臼杵市野津町原
● 経営規模

 水稲50a

 甘藷55a

 ピーマン15a

DATA

き
ら
り
び
と

今
月
の

　

 

表
紙

15

● 

今
月
の
表
紙

「
40
歳
で
就
農
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
臼
杵
市
野
津
町
原
の
後

藤
憲
司
さ
ん
。

勤
め
て
い
た
会
社
を
40
歳
で
退
職
し
、
大

分
県
農
業
大
学
校
で
１
年
間
の
研
修
を
受

け
、
４
年
前
か
ら
妻
の
知
美
さ
ん
と
水
稲
、

甘
藷
、
ピ
ー
マ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
。

「
水
稲
は
以
前
か
ら
耕
作
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
甘
藷
、
ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
は
初
め
て

の
取
り
組
み
で
し
た
。
試
行
錯
誤
の
連
続
で

し
た
が
、
現
在
は
出
荷
量
も
安
定
し
て
い
ま

す
。
日
々
、
作
物
が
順
調
に
生
育
す
る
の
を

見
る
と
農
業
を
始
め
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
。

「
３
人
の
子
供
も
農
業
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
、
学
校
が
休
み
の
日
に
は
農
作
業
を

手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
家
族
全
員
で
農
業
が

で
き
る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
」
と
知

美
さ
ん
。

特
に
お
す
す
め
は
ピ
ー
マ
ン
（
さ
ら
ら
）

で
従
来
品
種
よ
り
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
ア
ミ
ノ
酸
を
多
く
含
む
肉
厚
で
苦

味
な
ど
の
癖
も
少
な
く
甘
み
が
あ
る
の
が
特

徴
で
、
ピ
ー
マ
ン
が
苦
手
な
子
供
に
も
評
判

だ
そ
う
で
す
。

「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
作
物
を
皆
さ
ん
に

お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

令和４年４月採用職員
（総合職）を募集します

NOSAIおおいた
職員採用情報

採用に関するお問い合わせ TEL.097-544-8110　mail : saiyou@nosai-oita.jp
本所 総務部 経営企画課 職員採用担当

※詳細はＨＰの採用情報ページをご覧ください。　http://www.nosai-oita.jp/wp/nosai_saiyo

【大学】 ①令和４年４月１日現在における年齢が22歳から40歳の人
 ②学校教育法による４年制大学を卒業した者又は令和４年３月末までに卒業見込の者

【高校】 ①令和４年４月１日現在における年齢が18歳から40歳の人
 ②学校教育法による高等学校、短期大学もしくは高等専門学校を卒業した者又は
　 令和４年３月末までに卒業見込の者

受験資格

申込期間 ８月23日㈪から９月24日㈮  当日消印有効
必要資格 普通自動車免許（採用日までに取得する場合を含む）

【第１次選考】
筆記試験（適性試験及び作文試験）

日程：令和３年10月24日㈰

【第２次選考】 
グループディスカッション及び個別面接　

日程：令和３年11月21日㈰

試 験 日

募集人数 若干名募集区分 高卒、大卒の部

豊後中村駅661 40

九重 宝泉寺温泉郷

210

九重IC

387

九重町立南山田小学校

南山田郵便局

● 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

● 

プ
レ
ゼ
ン
ト

九重町  宝泉寺温泉

九重 宝泉寺温泉郷
コーヒー１杯からの復興支援を 令和２年７月豪雨で被災した「宝泉寺温泉郷」。

復興に向けて始動した「復興元気！プロジェクト」
のひとつ「宝泉寺珈琲」をご紹介します。

宝泉寺温泉の泉質はミネラルウォーターに近いま
ろやかな軟水で、この温泉水をコーヒーに活かそう
と宝泉寺珈琲が誕生しました。大分市のタウトナ
コーヒーさんが監修したコーヒーは、適度な酸味と
干し草のような香りが楽しめます。

この他、温泉郷の中心にある足湯「石櫃の湯」も
被災を機に再整備され、無料で利用できます。また、
宝泉寺珈琲の空き袋が１名分の無料入浴券となり
宝泉寺温泉郷で利用できます。

お近くにお越しの際は、宝泉寺温泉郷でゆったり
とした時間を過ごされてみてはいかがでしょうか。

※定休日、営業時間については店舗にお問い合わせください。

中西部支所
収穫共済課

塩手 美穂
しお　 て　　 み　   ほ

宝泉寺温泉郷
復興元気プロジェクトホームページ
https://www.housenji.jp/genki/

ネットショップ
HOSENJIONSEN オリジナルブレンドコーヒー
https://kizunatsunagari.stores.jp

宝泉寺珈琲は
各旅館やホームページで

販売しています

宝泉寺温泉郷
公式インスタグラムアカウント

14

【 問題 】
NOSAIの建物共済では、30万円を限度に、
損害額をそのまま受け取ることができる
○○○○○○○○特約をおすすめしてい
ます。

○○○○○○○○

今回のプレゼントは県内に４店舗を構える「百
姓市場」から由布市産の食材を活かしたジャム。

素材の甘さやしっかりとした果肉の歯ごたえが
パンに合います。

多様なアレンジで味わってみてください。

応募締め切り 

2021年10月24日（日）（消印有効）

百姓市場戸次店（本部）：大分市中戸次4782
TEL.097-597-4488　http://www.sf2000.co.jp/

《応募方法》ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入
いただきお申し込みください。当選者は発送をもって発表に
かえさせていただきます。
①クイズの答え
②感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所　　④氏名、年齢　　⑤電話番号

《ハガキのお送り先》
〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

● 37号（７月号）クイズ　正解は「虫害対策・農機具共済」
　正解者の中から抽選で５名の方にプレゼントをお贈りします。

《Eメールのお送り先》
kirari@nosai-oita.jp

スマホからも応募できます！

クイズdeプレゼント！

「百姓市場」から、「大分ゆふいんのジャム」

抽選で５名様にプレゼント！※ヒントは、９ページ
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後藤　憲司 さん（45）
ご  とう けん  じ

知美 さん（44）
とも  み

● 臼杵市野津町原
● 経営規模

 水稲50a

 甘藷55a

 ピーマン15a

DATA

き
ら
り
び
と

今
月
の

　

 

表
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● 

今
月
の
表
紙

「
40
歳
で
就
農
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
臼
杵
市
野
津
町
原
の
後

藤
憲
司
さ
ん
。

勤
め
て
い
た
会
社
を
40
歳
で
退
職
し
、
大

分
県
農
業
大
学
校
で
１
年
間
の
研
修
を
受

け
、
４
年
前
か
ら
妻
の
知
美
さ
ん
と
水
稲
、

甘
藷
、
ピ
ー
マ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
。

「
水
稲
は
以
前
か
ら
耕
作
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
甘
藷
、
ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
は
初
め
て

の
取
り
組
み
で
し
た
。
試
行
錯
誤
の
連
続
で

し
た
が
、
現
在
は
出
荷
量
も
安
定
し
て
い
ま

す
。
日
々
、
作
物
が
順
調
に
生
育
す
る
の
を

見
る
と
農
業
を
始
め
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
。

「
３
人
の
子
供
も
農
業
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
、
学
校
が
休
み
の
日
に
は
農
作
業
を

手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
家
族
全
員
で
農
業
が

で
き
る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
」
と
知

美
さ
ん
。

特
に
お
す
す
め
は
ピ
ー
マ
ン
（
さ
ら
ら
）

で
従
来
品
種
よ
り
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
ア
ミ
ノ
酸
を
多
く
含
む
肉
厚
で
苦

味
な
ど
の
癖
も
少
な
く
甘
み
が
あ
る
の
が
特

徴
で
、
ピ
ー
マ
ン
が
苦
手
な
子
供
に
も
評
判

だ
そ
う
で
す
。

「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
作
物
を
皆
さ
ん
に

お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

令和４年４月採用職員
（総合職）を募集します

NOSAIおおいた
職員採用情報

採用に関するお問い合わせ TEL.097-544-8110　mail : saiyou@nosai-oita.jp
本所 総務部 経営企画課 職員採用担当

※詳細はＨＰの採用情報ページをご覧ください。　http://www.nosai-oita.jp/wp/nosai_saiyo

【大学】 ①令和４年４月１日現在における年齢が22歳から40歳の人
 ②学校教育法による４年制大学を卒業した者又は令和４年３月末までに卒業見込の者

【高校】 ①令和４年４月１日現在における年齢が18歳から40歳の人
 ②学校教育法による高等学校、短期大学もしくは高等専門学校を卒業した者又は
　 令和４年３月末までに卒業見込の者

受験資格

申込期間 ８月23日㈪から９月24日㈮  当日消印有効
必要資格 普通自動車免許（採用日までに取得する場合を含む）

【第１次選考】
筆記試験（適性試験及び作文試験）

日程：令和３年10月24日㈰

【第２次選考】 
グループディスカッション及び個別面接　

日程：令和３年11月21日㈰

試 験 日

募集人数 若干名募集区分 高卒、大卒の部

豊後中村駅661 40

九重 宝泉寺温泉郷

210

九重IC

387

九重町立南山田小学校

南山田郵便局

● 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

● 

プ
レ
ゼ
ン
ト

九重町  宝泉寺温泉

九重 宝泉寺温泉郷
コーヒー１杯からの復興支援を 令和２年７月豪雨で被災した「宝泉寺温泉郷」。

復興に向けて始動した「復興元気！プロジェクト」
のひとつ「宝泉寺珈琲」をご紹介します。

宝泉寺温泉の泉質はミネラルウォーターに近いま
ろやかな軟水で、この温泉水をコーヒーに活かそう
と宝泉寺珈琲が誕生しました。大分市のタウトナ
コーヒーさんが監修したコーヒーは、適度な酸味と
干し草のような香りが楽しめます。

この他、温泉郷の中心にある足湯「石櫃の湯」も
被災を機に再整備され、無料で利用できます。また、
宝泉寺珈琲の空き袋が１名分の無料入浴券となり
宝泉寺温泉郷で利用できます。

お近くにお越しの際は、宝泉寺温泉郷でゆったり
とした時間を過ごされてみてはいかがでしょうか。

※定休日、営業時間については店舗にお問い合わせください。

中西部支所
収穫共済課

塩手 美穂
しお　 て　　 み　   ほ

宝泉寺温泉郷
復興元気プロジェクトホームページ
https://www.housenji.jp/genki/

ネットショップ
HOSENJIONSEN オリジナルブレンドコーヒー
https://kizunatsunagari.stores.jp

宝泉寺珈琲は
各旅館やホームページで

販売しています

宝泉寺温泉郷
公式インスタグラムアカウント
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【 問題 】
NOSAIの建物共済では、30万円を限度に、
損害額をそのまま受け取ることができる
○○○○○○○○特約をおすすめしてい
ます。

○○○○○○○○

今回のプレゼントは県内に４店舗を構える「百
姓市場」から由布市産の食材を活かしたジャム。

素材の甘さやしっかりとした果肉の歯ごたえが
パンに合います。

多様なアレンジで味わってみてください。

応募締め切り 

2021年10月24日（日）（消印有効）

百姓市場戸次店（本部）：大分市中戸次4782
TEL.097-597-4488　http://www.sf2000.co.jp/

《応募方法》ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入
いただきお申し込みください。当選者は発送をもって発表に
かえさせていただきます。
①クイズの答え
②感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所　　④氏名、年齢　　⑤電話番号

《ハガキのお送り先》
〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

● 37号（７月号）クイズ　正解は「虫害対策・農機具共済」
　正解者の中から抽選で５名の方にプレゼントをお贈りします。

《Eメールのお送り先》
kirari@nosai-oita.jp

スマホからも応募できます！

クイズdeプレゼント！

「百姓市場」から、「大分ゆふいんのジャム」

抽選で５名様にプレゼント！※ヒントは、９ページ



NOSAI掲示板

山
香
町
野
原
の
鶴
成
今
朝
治
さ
ん
は
、
夫
婦

で
様
々
な
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
菜
園

を
始
め
た
の
は
、
55
歳
で
退
職
し
地
元
に
帰
っ

て
来
て
か
ら
だ
と
か
。

出
来
た
野
菜
は
、
親
戚
や
近
所
の
人
に
配
り
、

残
り
は
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

「
利
益
は
考
え
ず
に
、
肥
料
代
く
ら
い
で
も
な

れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
」
と
い
い
ま
す
。
中

で
も
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
好
評
で
、
近
所
の
人
も

喜
ん
で
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
最
近
は
歳
も
と
り
、
体
力
的
に
き
つ
い
が
健

康
の
た
め
無
理
を
せ
ず
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
や
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

印刷 ： 小野高速印刷株式会社　〒870-0913 大分市松原町２-１-６
  TEL.097-558-3444　URL https://www.ohp.co.jp/

大分県農業共済組合
本所 ： 〒870-0822  大分県大分市大道町３丁目１番１号
  TEL.097-544-8110   FAX.097-544-8242

NOSAIおおいた広報紙「きらり」第38号

我
が
家
の

 
家
庭
菜
園

杵
築
市
山
香
町
野
原

令和３年８月発行

東 部 支 所  TEL.０９７８‐６３‐４４６６
中西部支所  TEL.０９７３‐７２‐３４０９
大分出張所  TEL.０９７‐５７６‐７４６１

南 部 支 所  TEL.０９７４‐２２‐３３３０
竹田出張所  TEL.０９７４‐６３‐２８２５
北 部 支 所  TEL.０９７８‐３２‐１３０７

取材で被害に遭った方のお話
を聞くたびに、昨年の水害や感
染症の残したダメージの大きさを
感じます。日頃から災害に備える
ために、共済や保険の加入状況
を見直すことが大切です。ぜひ
NOSAIの収入保険や建物共済へ
の加入をご検討ください。

つ
る     

な
り         
け          

さ          

じ

鶴
成 
今
朝
治
さ
ん（
86
）

 農業機械作業中の死亡
事 故が増 加しています。
死亡事故率の高い乗用型
の機械を使用する際は、
特に気を付けましょう。

農機具安全運動

農業共済新聞を
購読しませんか？

〈購読料〉５，５２０円
申し込みは

お近くのNOSAIへ

　水稲の獣害対策と
して防護柵や罠など
器具等の購入経費を
一部補助します。

　農機具共済にご加
入の方に「大型特殊
免許・けん引免許」取
得 費 用 を 補 助（１万
円）します。

農家支援サービスをご利用ください

詳細はNOSAIホームページで！

　NOSAIでは、営農と暮
らしを豊かにする情報をお
届けする新聞を毎週発行
しています。無料試し読み
キャンペーン実施中。

「NOSAI」への
ご意見・ご要望を
お寄せください

編集後記

hp@nosai-oita.jp

農林水産省
安全確認（事故防止）ステッカー

［申請期限］
令和３年11月30日㈫

［申請期限］
令和４年３月31日㈭
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